
油
谷
但
馬
牛
の
産
地
化

共進会

畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
級
肉
牛
産
地
化
の
た
め
但
馬
牛

の
導
入
を
行
つ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
、
導
入
牛
、
帰
属
牛
、
自
家

保
留
牛
等
合
わ
せ
て
三
一
四
頭
を

数
え
、
産
地
化
の
た
め
の
基
礎
頭

数
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
優
良
産
子
の
保
留
に

重
点
を
置
き
、
関
係
機
関
等
と
協

議
し
な
が
ら
基
金
を
造
成
す
る
等

畜
産
農
家
の
現
状
を
充
分
検
討
し

な
が
ら
更
に
飼
育
頭
数
の
拡
大
を

は
か
っ
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

又
、
肥
育
に
つ
い
て
は
、
現
在

雄
子
牛
の
肥
育
が
主
流
で
あ
り
ま

す
が
、
雌
子
牛
に
つ
い
て
も
先
進

地
の
新
技
術
を
導
入
し
、
輸
入
自

由
化
に
対
応
で
き
る
高
級
肉
油
谷

但
馬
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
す

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
よ
り
向
津
具
農
協

が
進
め
て
お
り
ま
す
泉
団
地
畜
産

セ
ン
タ
ー
も
本
年
度
畜
舎
建
設
等

を
終
り
事
業
が
完
成
し
、
草
地
四

・
○
五
h
a
、
繁
殖
牛
四
〇
頭
、
肥

育
牛
一
八
〇
頭
の
飼
育
が
予
定
さ

れ
、
畜
産
農
家
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

び
わ
の
特
産
品
化
を

特
産
品
「
び
わ
」
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

本
年
は
、
ハ
ウ
ス
施
設
一
三
棟
の

〇
・
五
h
a
を
設
置
す
る
た
め
、
か

ん
き
つ
転
換
作
物
導
入
事
業
と
し

て
実
施
し
、
又
、
露
地
栽
培
面
積

一
・
七
h
a
を
新
規
に
植
栽
す
る
計

画
で
、
平
成
二
年
度
事
業
と
合
わ

せ
て
ハ
ウ
ス
栽
培
面
積
〇
・
八
h
a
、

露
地
栽
培
面
積
三
・
三
h
a
の
栽
培

と
な
り
、
平
成
四
年
度
か
ら
新
下

関
青
果
市
場
等
へ
出
荷
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

ビワのハウスづくり

平
成
三
年
度
よ
り
河
原
地
区

ほ
場
整
備
事
業
に

六
億
六
〇
〇
万
円

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

基
盤
整
備
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
り
積
極

的
に
進
め
て
参
っ
た
処
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
三
年
度
よ
り
河
原
地
区
が
新
規
採
択
さ
れ
、

総
事
業
費
六
億
六
〇
〇
万
円
、
区
画
整
理
面

積
七
四
h
a
で
、
こ
の
う
ち
四
分
の
一
に
あ
た

る
一
八
h
a
以
上
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
一
h
a

区
画
と
し
て
造
成
す
る
高
生
産
大
区
画
ほ
場

整
備
事
業
と
し
て
県
営
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

又
、
こ
れ
と
併
せ
て
農
地
流
動
化
特
別
促
進

実
験
事
業
と
し
て
取
組
む
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

団
体
営
浅
井
地
区
は
、
平
成
三
年
度
で
面

工
事
を
完
了
い
た
し
ま
す
。

河原 ほ 場

森
林
資
源
の
造
成
と
林
道
整
備
の
継
続

ま
た
、
第
三
期
山
村
振

興
農
林
漁
業
対
策
事
業
と

し
て
平
成
二
年
度
に
着
手

し
た
綾
古
、
大
長
農
道
は
、

平
成
三
年
度
で
完
成
い
た

し
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

森
林
資
源
の
造
成
と
緑
を

守
る
た
め
昨
年
に
引
き
続

き
松
く
い
虫
被
害
防
止
の

た
め
、
薬
剤
空
中
散
布
八

七
〇
h
a
、
被
害
立
木
の
伐

倒
駆
除
一
、
〇
〇
〇
㎡
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
又
、
造
林
に
つ
い
て

は
、
三
本
松
町
有
林
外
五
・
七
七

h
a
を
計
画
し
、
特
に
丘
陵
地
に
つ

い
て
新
し
く
「
い
ち
ょ
う
」
の
樹

種
を
入
れ
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
林
業

構
造
改
善
事
業
油
谷
北
線
、
牛
ヶ

迫
線
、
広
域
基
幹
林
道
白
滝
線
を

い
ず
れ
も
継
続
実
施
し
、
林
業
基

盤
の
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

築
磯
事
業
に

一
億
二
、
四
〇
〇
万
円
を
計
画

次
に
水
産
業
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
の
漁
獲

量
、
漁
獲
高
と
も
に
増

加
し
て
お
り
、
魚
価
に

つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
安
定
傾
向
に
あ

り
ま
す
こ
と
は
同
慶
に
た
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
疎
化
、漁

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の

問
題
が
深
刻
化
し
つ

つ
あ
る
現
在
、長
期
的

視
野
に
立
っ
て
漁
協

合
併
を
考
え
た
生
活

安
定
基
盤
を
築
く
事

が
、
今
後
の
重
要
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
門
海
域
総
合
開

発
事
業
は
引
続
き
海

域
礁
設
置
、
磯
根
漁

場
造
成
、
大
型
漁
礁

設
置
、
油
谷
地
区
人

工
礁
設
置
、
又
、
新
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